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群）を投与し、投与開始から 20、40、60、80 分後の青斑核での NA濃度変化とアロデ
ィニア抑制効果との相関関係を検討した。 
【結果】青斑核における NA濃度上昇はモルヒネ群と比較して、トラマドール群、ク
ロミプラミン群において有意に高かった。ナロキソン投与は NA濃度に有意な変化を
与えなかった。モルヒネ群では NA濃度変化とアロディニア抑制効果に相関はみられ
なかったが、トラマドール群、クロミプラミン群では両者に有意な相関関係がみられ、
クロミプラミン群の方がより相関が強かった。 
【結論】本研究結果により、青斑核における NA濃度上昇とトラマドール、クロミプ
ラミンの効果には有意な相関関係がみられ、糖尿病性神経障害モデルラットにおいて
下行性疼痛抑制系が重要な役割を持つことが判明した。 
 
 
